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Ⅰ
 

景
 

観
 

 １
．

調
査

目
的

 

試
験

湛
水

に
伴

う
植

生
の

衰
退

・
枯

死
に

よ
る

斜
面

の
景

観
の

変
化

、
流

れ
や

土
砂

動
態

の
変

化
に

よ
る

長
期

的
な

渓
流

の
景

観
(
瀬

､淵
､岩

)
の

変
化

、
堤

体
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

を
調

査
し

、
そ

れ
へ

の
対

策
を

検
討

す
る

。
 

 ２
．

調
査

内
容

 

試
験

湛
水

に
伴

う
植

生
の

衰
退

・
枯

死
や

森
林

の
再

生
に

関
す

る
検

討
結

果
、

土
砂

動
態

の
変

化
等

に
関

す
る

検
討

結
果

を
反

映
し

て
フ

ォ
ト

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

を
作

成
し

、
専

門
家

の
意

見
を

聴
き

な
が

ら
影

響
緩

和
策

を
検

討
す

る
。
 

 ３
．

調
査

結
果

 

（
１

）
ダ

ム
本

体
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

と
対

策
 

①
 
検

討
の

考
え

方
 

                          

                

②
 
視

点
場

の
設

定
 

ダ
ム

本
体

を
眺

望
す

る
視

点
場

を
以

下
に

示
す

と
お

り
設

定
し

た
。

 

                    
※
 視

点
場

は
、

第
4
4

回
流

域
委

員
会

資
料

5
-5

に
よ

る
視

点
場

設
定

に
基

づ
い

て
設

定
し

た
。
 

※
 赤

い
網

掛
け

は
、
1
0
ｍ

メ
ッ

シ
ュ

の
数

値
地

図
情

報
に

基
づ

く
ダ

ム
堤

体
の

可
視

範
囲

を
示

す
。 

図
．

視
点

場
の

位
置

図
 

新
規

ダ
ム
 

①
廃

線
敷
 

②
水

管
橋
 

③
国

道
1
7
6

号
 

●
対

策
の

方
向

性
 

・
 治

水
機

能
を

適
切

に
発

揮
さ

せ
る

関
係

で
、

地
形

・
地

質
を

勘
案

し
た

ダ
ム

本

体
の

最
適

な
配

置
位

置
と

大
き

さ
を

決
定

し
て

い
る

。
配

置
位

置
や

大
き

さ
を

変
更

す
る

こ
と

は
難

し
く

、
景

観
要

素
等

の
消

失
の

影
響

は
回

避
で

き
な

い
。
 

・
 ダ

ム
本

体
と

視
点

場
の

間
に

樹
木

植
栽

を
施

し
、

本
体

を
見

え
に

く
く

す
る

対

策
は

有
効

と
考

え
ら

れ
る

。
 

・
 そ

の
一

方
で

ダ
ム

本
体

の
可

視
範

囲
の

全
て

に
樹

木
植

栽
を

施
す

こ
と

は
現

実

的
で

は
な

い
た

め
、
見

ら
れ

る
こ

と
を

前
提

と
し

た
ダ

ム
本

体
の

形
、

素
材

や
色

彩
の

工
夫

が
重

要
と

考
え

る
。

 

●
景

観
へ

の
影

響
 

・
 高

座
岩

、
淵

等
の

景
観

要
素

の
消

失
 

・
 斜

面
部

の
森

林
植

生
や

露
岩

地
の

岩
上

植
物

の
消

失
 

・
 堤

体
に

よ
る

視
界

の
遮

断
 

●
対

策
の

ア
イ

デ
ア

 
景

観
要

素
の

消
失

回
避

、
な

ら
び

に
施

設
の

圧
迫

感

や
目

立
ち

や
す

さ
の

低
減

、
周

辺
と

の
調

和
を

図
る

た
め

の
ア

イ
デ

ア
 

■
ダ

ム
本

体
の

施
設

配
置

の
検

討
 

■
ダ

ム
本

体
の

構
造

の
検

討
 

・
形

や
大

き
さ
 

・
素

材
や

色
彩
 

■
ダ

ム
本

体
と

視
点

場
の

間
へ

の
樹

木
植

栽
 

●
今

後
の

検
討
 

・
 ダ

ム
本

体
の

形
に

つ
い

て
は

、
治

水
機

能
を

適
切

に

発
揮

さ
せ

る
範

囲
で

行
う

必
要

が
あ

る
た

め
、

な
め

ら
か

な
曲

線
の

デ
ザ

イ
ン

を
取

り
込

む
な

ど
の

検

討
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

検
討

課
題

と
す

る
。
 

 

●
今

回
の

検
討
 

・
 ダ

ム
本

体
の

素
材

や
色

彩
の

変
化

さ
せ

た
フ

ォ
ト

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

を
作

成
し

、
素

材
や

色
彩

の
工

夫
に

よ
り

景
観

へ
の

影
響

が
低

減
で

き
る

可
能

性
が

あ

る
か

ど
う

か
を

検
討

し
、

今
後

の
具

体
検

討
の

基
礎

資
料

と
す

る
。
 

【
千

苅
ダ

ム
】

 

1
9
1
9

年
（

大
正

8
年

）
に

建
設

さ
れ

た
神

戸
市

北

区
の

千
苅

ダ
ム

は
、

構
造

、
景

観
と

も
評

価
が

高
く

千
苅

貯
水

池
の

堰
堤

は
、

平
成

1
0

年
に

国
の

登
録

有

形
文

化
財

に
も

登
録

さ
れ

、
近

代
土

木
遺

産
（（

社
）

土
木

学
会

）
、

近
代

化
産

業
遺

産
（

経
済

産
業

省
）

に

も
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
る

。
 

こ
の

よ
う

に
将

来
的

に
は

ダ
ム

本
体

が
重

要
な

景

観
要

素
と

な
る

可
能

性
も

あ
り

、
そ

の
意

味
で

も
今

回

の
検

討
成

果
を

踏
ま

え
た

今
後

の
具

体
検

討
が

重
要

で
あ

り
、

景
観

上
プ

ラ
ス

に
作

用
す

る
よ

う
な

構
造

を

目
指

し
て

ゆ
く

必
要

が
あ

る
と

考
え

る
。
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③
 
景

観
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
の

作
成

 

各
視

点
場

の
景

観
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
は

以
下

に
示

す
と

お
り

で
あ

る
。
 

峡
谷

の
利

用
者

数
は

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
の

調
査

に
よ

る
と

秋
が

最
大

で
あ

る
。

①
廃

線
敷

と
同

様
に

、
②

水
管

橋
、

③
国

道
1
76

号
も

峡
谷

へ
の

ア
ク

セ
ス

路
と

な
っ

て
お

り
、

こ
れ

ら
の

視
点

場
に

つ
い

て
も

、
利

用
者

数
が

秋
に

増
加

す

る
可

能
性

が
高

い
。

こ
の

た
め

、
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
作

成
に

供
す

る
景

観
写

真
の

季
節

は
、

峡
谷

を
利

用
す

る
人

々
の

嗜
好

性
に

配
慮

し
て

秋
と

し
た

。
 

                           

  

 ダ
ム

本
体

の
素

材
・

色
彩

を
変

え
て

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

を
作

成
す

る
と

、
近

景
～

遠
景

の
全

ケ
ー

ス
に

わ
た

り
、

ダ
ム

本

体
が

存
在

感
を

主
張

す
る

程
度

に
差

が
認

め
ら

れ
る

。
 

 素
材

や
彩

度
・

明
度

に
よ

り
印

象
が

異
な

る
。
 

 

② 水 管 橋 ③ 国 道 １ ７ ６ 号 

現
 

 
 

況
 

岩
張

風
 

周
辺

景
観

と
の

調
和

を
目

論
み

越
流

部
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
岩

張
風

と
し

た
場

合
。
 

① 廃 線 敷 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
色

彩
１

）
 

越
流

部
を

コ
ン

ク
リ

ー
ト

、
非

越
流

部
を

擬
岩

風
と

し
た

場
合

。
右

の

2
列

は
、

こ
れ

を
基

本
形

と
し

て
色

彩
や

素
材

を
変

更
し

た
も

の
。
 

コ
ン

ク
リ

ー
ト

（
色

彩
２

）
 

周
辺

景
観

と
の

調
和

を
目

論
み

越
流

部
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

を
低

彩

度
・

低
明

度
と

し
た

場
合

。
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（
２

）
湛

水
区

域
内

の
景

観
へ

の
影

響
と

対
策

 

①
 

主
要

な
景

観
要

素
の

中
長

期
的

な
変

化
 

峡
谷

内
の

主
要

な
景

観
要

素
の

中
長

期
的

な
変

化
は

以
下

に
示

す
と

お
り

で
あ

る
。

 

事
業

に
よ

る
峡

谷
内

の
景

観
要

素
（

瀬
・

淵
・

岩
、

斜
面

の
植

生
）

へ
の

影
響

は
、

試
験

湛
水

後
に

生
じ

、
植

物
の

検
討

な
ら

び
に

水
理

の
詳

細
予

測
に

基
づ

き
、

中
長

期
的

な
変

化
は

峡
谷

斜
面

の
二

次
林

に
限

ら
れ

る
。
 

                                  

 

②
 

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

を
作

成
す

る
視

点
場

の
選

定
 

ハ
イ

カ
ー

等
、

峡
谷

を
利

用
す

る
人

々
の

視
点

に
立

ち
、

視
認

さ
れ

る
峡

谷
景

観
を

ほ
ぼ

網
羅

す
る

よ
う

、
視

点
場

を
連

続
的

に
設

定
し

、
そ

の
中

か
ら

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

を
作

成
す

る
視

点
場

を
以

下
に

示
す

と
お

り
選

定
し

た
。
 

 

1
)
 
事

業
に

よ
る

景
観

の
変

化
が

大
き

い
視

点
場

 

各
視

点
場

か
ら

撮
影

し
た

景
観

写
真

に
つ

い
て

、「
(
ｱ
)撮

影
範

囲
に

占
め

る
変

化
す

る
二

次
林

の
割

合
」
、「

(ｲ
)
樹

林

範
囲

に
占

め
る

変
化

す
る

二
次

林
の

割
合

」
が

、
相

対
値

と
し

て
と

も
に

大
き

な
値

と
な

る
視

点
場

⑪
を

選
定

し
た

。
 

                  

2
)
 
利

用
密

度
が

相
対

的
に

高
い

視
点

場
 

 
 

 
 

 
 

  
3
)
 
特

に
峡

谷
ら

し
い

景
観

が
眺

望
で

き
る

視
点

場
 

レ
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

の
調

査
に

よ
る

と
、

弁
当

や
休

憩
、

川
遊

び
の

場
と

し
て

利
用

さ
れ

る
こ

と
が

特
に

多

い
親

水
広

場
に

設
定

し
た

視
点

場
⑥

を
選

定
し

た
。
 

        

・
 土

壌
が

薄
く

、
出

水
に

よ

る
影

響
を

ほ
と

ん
ど

受
け

な
い

岩
場

に
は

、
ア

カ
マ

ツ
の

優
占

す
る

自
然

林
が

成
立

し
て

い
る

。
 

湛
水

区
域

内
の

景
観

要
素

の
現

況
 

河  川 

・
 峡

谷
の

山
並

み
を

構
成

す
る

森
林

で
、

過
去

に
は

人
が

利
用

し
て

き
た

林
で

あ

る
。
 

・
 砂

礫
の

堆
積

し
た

場
所

に
は

流
路

に
沿

う
よ

う
に

河

川
の

植
生

が
成

立
し

て
い

る
。
 

■
瀬

・
淵
 

・
 峡

谷
に

は
名

の
あ

る
瀬

・
淵

・
岩

が
あ

る
。
 

■
岩
 

・
 巨

石
が

峡
谷

景
観

の
奥

ゆ
き

感
、

圧
倒

感
を

強
め

て
い

る
。
 

■
鉄

 
橋
 

・
 旧

福
知

山
線

の
橋

梁
。

自
然

景
観

と
人

工
物

が
う

ま

く
調

和
し

て
い

る
。
 

■
ト

ン
ネ

ル
 

・
 旧

福
知

山
線

の
廃

線
敷

。

途
中

に
い

く
つ

か
の

ト
ン

ネ
ル

が
存

在
し

て
い

る
。
 

瀬
・

淵
・

岩
 

鉄
橋

等
構

造
物
 

二
 

次
 

林
 

河
辺

岩
上

植
物

群
落
 

・
 出

水
に

よ
る

撹
乱

を
受

け

る
渓

流
辺

の
岩

上
に

は
、

サ
ツ

キ
群

集
や

ア
オ

ヤ
ギ

バ
ナ

－
ト

ダ
シ

バ
群

落
と

い
う

特
徴

的
な

植
物

群
落

が
成

立
し

て
い

る
。
 

試
験

湛
水

後
 

          枯
死

･
衰

退
す

る
可

能
性

が
あ

る
。
 

土
砂

堆
積

す
る

可
能

性
は

あ
る

が
軽

微
と

考
え

ら
れ

る
。
 

 軽
微

な
変

状
が

生
じ

る
可

能
性

が
あ

る
。
 

 

各
種

対
応
 

・
 人

為
的

に
再

生
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

自
然

林
の

現
状

を
保

全
す

る
。
 

・
 枯

損
木

等
を

伐
採

・
除

去
し

、

そ
の

後
、

低
林

管
理

を
行

う
。

こ
の

た
め

、現
状

と
は

異
な

る
明

る
い

二
次

林
と

な
る

。上
部

森
林

と
の

管
理

境
界

は
非

直
線

と
な

る
よ

う
配

慮
す

る
。
 

・
 人

為
的

に
再

生
さ

せ
る

こ
と

に
よ

り
、

河
辺

岩
上

植
物

群
落

の
現

状
を

保
全

す
る

。
 

・
 河

畔
林

は
人

為
的

に
再

生
さ

せ
、

低
層

湿
原

や
一

年
生

草

本
群

落
に

つ
い

て
は

、
自

然
に

回
復

す
る

の
を

待
つ

こ
と

に
よ

り
、

現
状

を
保

全
す

る
。 

・
 降

雨
や

湛
水

後
期

の
流

れ
に

よ
り

洗
い

流
さ

れ
る

も
の

と
考

え
ら

れ
る

。
 

 ・
 変

化
が

生
じ

た
場

合
は

、
現

在
と

同
様

の
機

能
が

維
持

で

き
る

よ
う

適
切

な
対

策
、

補
修

を
実

施
す

る
。
 

 

自
 

然
 

林
 

河
畔

林
･低

層
湿

原
･流

水
辺

一
年

生
草

本
植

物
群

落
 

森  林 

中
長

期
的

将
来
 

変
化

は
生

じ
な

い
 

変
化

が
生

じ
る
 

変
化

は
生

じ
な

い
 

変
化

は
生

じ
な

い
 

変
化

は
生

じ
な

い
 

変
化

は
生

じ
な

い
 

中
長

期
的

将
来

に
お

け
る

二
次

林
の

変
化

 

・
 

現
在

の
高

林
が

、
低

林
管

理
に

よ
り

明
る

い
環

境
に

変
化

す
る

。
 

・
 

樹
林

に
隠

れ
て

い
た

岩
場

な
ど

、
峡

谷
美

を
助

長
す

る
景

観
要

素
が

新
た

に
出

現
す

る
。
 

新
規

ダ
ム
 

図
．

視
点

場
の

位
置

図
 

二
次

林
の

変
化

は
、

試
験

湛
水

の
範

囲
で

あ
る

標
高

1
14
.
3m

ま
で

生
じ

る

と
考

え
、

そ
の

標
高

ラ
イ

ン
を

Ｃ
Ｇ

で
書

き
起

こ
し

た
も

の
を

参
考

に
し

て
景

観
写

真
に

記
入

し
て

い
る

。
 

視
点
場
⑪
 

自
然

林
、

二
次

林
、

河
辺

岩
上

植
物

群
落

、
瀬

・
淵

・
岩

な
ど

、
峡

谷
を

特
徴

づ
け

る
景

観
要

素
が

集
積

し
、

特
に

峡

谷
ら

し
い

景
観

が
眺

望
で

き
る

視
点

場
⑩

を
選

定
し

た
。
 

視
点
場
⑥
 

視
点
場
⑩
 

(
ｱ)

，
(
ｲ)

の
割

合
が

大
き

い
視

点
場
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③
 
景

観
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
の

作
成
 

各
視

点
場

に
お

け
る

現
況

の
景

観
お

よ
び

ダ
ム

を
建

設
し

た
場

合
の

予
測

景
観

は
以

下
に

示
す

と
お

り
で

あ
る

。
 

モ
ン

タ
ー

ジ
ュ

作
成

に
供

す
る

景
観

写
真

の
季

節
は

、
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
調

査
の

結
果

、
峡

谷
の

利
用

者
数

は
秋

が
最

大
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
モ

ン
タ

ー
ジ

ュ
作

成
に

供
す

る
景

観
写

真
の

季
節

も
、

峡
谷

を
利

用
す

る
人

々
の

嗜
好

性
に

配
慮

し

て
秋

と
し

た
。
 

                            ４
．

ま
と

め
 

（
１

）
ダ

ム
本

体
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

と
対

策
 

ダ
ム

本
体

工
事

に
よ

る
高

座
岩

等
の

景
観

要
素

の
消

失
等

の
影

響
は

回
避

で
き

な
い

た
め

、
次

善
策

と
し

て
、

植
栽

に

よ
り

本
体

を
見

え
に

く
く

す
る

工
夫

を
行

う
一

方
で

、
全

て
の

可
視

範
囲

で
植

栽
を

行
う

こ
と

は
現

実
的

で
は

な
い

た
め

、

見
ら

れ
る

こ
と

を
前

提
と

し
た

「
ダ

ム
構

造
上

（
意

匠
）

の
工

夫
」

が
重

要
と

な
る

。
 

今
回

の
検

討
で

は
、

ダ
ム

本
体

の
素

材
・

色
彩

の
工

夫
に

よ
る

景
観

へ
の

影
響

低
減

に
つ

い
て

基
礎

的
な

検
討

を
行

っ

た
が

、
ダ

ム
本

体
を

見
え

に
く

く
す

る
植

栽
や

、
ダ

ム
本

体
の

具
体

的
な

形
、

素
材

・
色

彩
等

の
設

定
に

つ
い

て
、

他
ダ

ム
の

事
例

も
踏

ま
え

て
今

後
、

詳
細

に
検

討
し

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

 

 長
期

に
わ

た
る

試
験

湛
水

の
直

後
は

、
湛

水
区

域
の

二
次

林
を

は
じ

め
、

自
然

林
、

河
辺

岩
上

植
物

群
落

、
河

畔
林

等

の
植

生
の

大
部

分
が

枯
死

・
衰

退
し

景
観

が
悪

化
す

る
と

考
え

ら
れ

る
。
 

 中
長

期
的

将
来

に
お

い
て

は
、

枯
死

木
を

伐
採

・
除

去
し

た
う

え
で

、「
植

生
の

再
生

に
か

か
る

基
本

的
な

考
え

方
」

の
検

討
に

基
づ

い
た

二
次

林
の

低
林

管
理

、
自

然
林

お
よ

び
河

辺
・

岩
上

植
物

群
落

、
河

畔
林

な
ど

の
再

生
を

行
い

、

試
験

湛
水

で
ダ

メ
ー

ジ
を

受
け

た
景

観
要

素
の

保
全

を
図

る
。

 

                           （
２

）
湛

水
区

域
内

の
景

観
へ

の
影

響
と

対
策

 

試
験

湛
水

に
よ

り
、

湛
水

区
域

内
の

植
生

が
枯

死
･衰

退
す

る
可

能
性

が
あ

る
が

、「
植

生
の

再
生

に
関

す
る

基
本

的
な

考
え

方
」

に
基

づ
く

対
策

を
実

施
す

る
こ

と
に

よ
り

、
望

ま
し

い
植

生
景

観
を

再
生

す
る

。
 

但
し

、
こ

う
し

た
将

来
景

観
を

具
現

化
し

て
ゆ

く
た

め
に

は
、

二
次

林
の

低
林

管
理

な
ど

植
生

の
再

生
に

向
け

た
具

体

的
な

維
持

管
理

の
手

法
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
ほ

か
、
植

生
や

貴
重

植
物

の
植

栽
に

よ
る

再
生

の
技

術
的

な
可

能
性

を

検
証

す
る

必
要

が
あ

る
。
 

H
1
7
.1

0
.6

 

試
験

湛
水

開
始

前
 

H
1
7
.1

2
.7

 

試
験

湛
水

中
(ｻ

ｰﾁ
ｬｰ

ｼﾞ
水

位
到

達
時

) 

H
1
8
.8

.2
8
 

試
験

湛
水

終
了

後
 
約

6
ヶ

月
 

H
1
8
.2

.1
0
 

試
験

湛
水

終
了

時
 

H
1
9
.8

.1
6
 

試
験

湛
水

終
了

後
 
約

1
年

6
ヶ

月
 

H
2
0
.8

.1
 

試
験

湛
水

終
了

後
 
約

2
年

6
ヶ

月
 

視 点 場 ⑥ 

現
 

 
 

況
 

視 点 場 ⑪ 

試
験

湛
水

後
 

（
湛

水
区

域
の

植
生

が
全

枯
死

し
た

場
合

を
想

定
し

て
作

成
）
 

中
長

期
的

将
来
 

視 点 場 ⑩ 

参
考

：
益

田
川

ダ
ム

の
景

観
の

経
過
 

（
試

験
湛

水
期

間
：Ｈ

17
.1

0.
7～

H
18

.2
.1

0）
 

今
回

の
調

査
結
果
に
つ
い
て
は

、
今
後

、
河
川
審
議

会
環

境
部
会
の
評

価
を

受
け
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
そ
の

際
の
意
見

を
踏

ま
え

引
き
続
き
検
討
を
進

め
て
い
く
。
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